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平成 29 年（2017）

12月号・Decembro

【
唐
津
土
】
	 教主さまお作 	 鉄絵茶盌	銘「かむながらたまちはへませ」

朝あ
さ
ゆ
ふ夕
に
御み

前ま
へ

に
祈い

の

り
業わ

ざ

を
な
せ
ば

い
と
安や

す

ら
け
く
進す

す

み
ゆ
く
べ
し

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
　
橋
本 

伸
作

今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
に
異
動

し
て
、
９
カ
月
が
経
過
。
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
も
ど
か
し
く
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
毎
日
で
す
。

こ
う
し
て
悩
ん
で
い
る
間
も
、
時
計
の
針
は
刻
々
と
進
ん
で
い
く
こ
と
を
思
う
と
き
、
今
、
与
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
物
事
に
対
し
て
、
精
い
っ
ぱ
い
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
の
か
な
と
、
思
っ
た
り
も

い
た
し
ま
す
。

と
は
言
う
も
の
の
、
悲
し
い
か
な
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
こ
と
は
喜
ん
で
す
る
け
れ
ど
も
、
自
分

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
こ
と
、
面
倒
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
消
極
的
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、

で
き
れ
ば
避
け
た
い
、
人
に
任
せ
た
い
、
そ
ん
な
後
ろ
向
き
な
自
分
が
見
え
隠
れ
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
都
合
の
良
い
こ
と
、
都
合
の
悪
い
こ
と
の
区
別
は
、
あ
く
ま
で
も
自
分
自
身
の
〝
物
差
し
〟

で
判
断
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
当
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
事
柄
が
、
神
さ
ま
か
ら
お
与
え
い
た
だ
い

て
い
る
大
切
な
ご
用
の
機
会
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
き
、
そ
の
都
合
の
悪
い
こ
と
、
面
倒
な
こ
と
も
、

や
は
り
「
あ
り
が
た
く
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
」「
積
極
的
に
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
」
と
い
う
気
構
え
で
当
た
ら

せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
反
省
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。

尊
師
さ
ま
は
、「
仕
事
を
す
る
際
に
は
、
不
平
不
満
を
心
中
に
い
だ
い
て
は
、
か
え
っ
て
悪
い
。
因
縁
を
生

み
出
し
て
い
る
ば
か
り
で
何
に
も
な
ら
ぬ
。
何
事
を
す
る
に
も
、
歓
喜
と
感
謝
に
充
ち
み
ち
て
、
あ
り
が
た

く
面
白
く
、
懸
命
に
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
不
平
や
不
満
で
や
っ
た
こ
と
は
、
外
形
上
、
ど
ん
な
立
派
な
こ
と

で
も
、
本
当
は
罪
を
作
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
」（「
信
仰
覚
書
」
第
５
巻
）
と
お
諭
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
外
形
上
、
何
を
し
て
い
る
か
が
問
題
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
か
が
重
要
な
の
だ
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

師
走
を
迎
え
、
何
か
と
忙
し
い
日
々
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、〝
勇
め
ば
勇
む
こ
と
が
で
き
る
〟
の
精
神
で
、
歓

喜
と
感
謝
に
み
ち
て
、
あ
り
が
た
く
面
白
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
一
陽
来
復
の
春
」
を
迎
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

歓
喜
と
感
謝
に
み
ち
て

　
第
１
７
７
回
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
は
、

11
月
15
日
午
後
７
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空

会
館
で
開
催
さ
れ
、出
口
眞
人
大
道
場
講
師
（
社

会
福
祉
法
人
愛
善
信
光
会
理
事
長
）
が
「
日
本

人
の
誇
り
と
使
命
」
と
題
し
て
講
話
し
た
。
参

加
者
は
50
人
（
内
、
一
般
22
人
）。

　
講
師
は
、「
日
本
は
神
国
、
こ
の
神
国
に
生

ま
れ
た
人
民
は
優
れ
た
身
魂
を
授
け
て
あ
る
」

と
の
伊
都
能
売
神
諭
を
引
用
し
「
日
本
は
特
別

な
使
命
を
帯
び
た
国
で
あ
り
、
皇
室
の
尊
厳
や

国
家
の
使
命
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
や
尊
さ

を
再
確
認
す
る
べ
き
と
き
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
愛
国
心
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
」（
男
性
・
一
般
）
等
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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大本の宗際化活動
〜宗教の壁を越えて〜

宗
際
化
（
宗
教
間
対
話
）
に
関
す
る
教
え

　

大
本
で
は
、
開
教
当
初
か
ら
、
一
般
に
宗
教

間
対
話
と
呼
ば
れ
る
宗
際
化
活
動
の
重
要
性
が

説
か
れ
、
日
本
の
各
宗
教
宗
派
の
先
鞭
を
つ
け

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

出
口
な
お
開
祖
は
、
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年

の
大
本
開
教
に
あ
た
り
、
宗
際
化
活
動
（
宗
教

間
対
話
）
の
必
要
性
を
示
唆
し
、
も
う
一
人
の

教
祖
出
口
王
仁
三
郎
聖
師
は
、
大
正
時
代
に
口

述
さ
れ
た
『
霊
界
物
語
』
で
「
無
形
の
障
壁
の

最
大
な
る
も
の
は
人
種
と
人
種
の
間
、
宗
団
と

宗
団
と
の
間
に
あ
り
、
有
形
の
大
障
壁
を
除
く

に
は
、
ま
ず
無
形
の
障
壁
か
ら
取
り
除
か
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
述
べ
〝
万
教
同
根
〟
と
い
う
考
え

を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
あ
り
、
教
え

は
違
う
け
れ
ど
も
、
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
説

き
方
が
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
正
し
い
宗
教

は
全
て
、
元
は
一
つ
の
神
さ
ま
か
ら
出
て
い
る

と
い
う
意
味
で
す
。

　

教
え
の
中
に
、
宗
際
化
の
必
要
性
が
説
か
れ

て
い
る
こ
と
が
大
本
の
特
徴
で
あ
り
、
宗
際
化

活
動
は
大
本
の
運
動
の
根
幹
の
一
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
本
の
宗
際
化
活
動
の
歴
史

　

大
正
12
年
、
大
本
は
中
国
発
祥
の
宗
教
で
あ

る
道
院
・
世
界
紅
卍
字
会
と
提
携
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
く
対
等
な
立
場
で
の
提
携
で
し
た
。

道
院
は
、
大
正
10
年
の
旧
２
月
９
日
、
中
国
の

山
東
省
済
南
で
設
立
さ
れ
、
フ
ー
チ
と
呼
ば
れ

る
方
法
で
神
さ
ま
の
お
告
げ
を
得
ま
す
。

　

大
本
と
の
提
携
も
、
こ
の
フ
ー
チ
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
大
正
12
年
、
日
本
で
関
東
大
震
災

が
起
こ
り
ま
し
た
。
震
災
が
起
こ
る
前
、
道
院

で
フ
ー
チ
が
出
て
、「
非
常
な
災
害
が
こ
れ
か

ら
日
本
に
起
こ
る
か
ら
救
援
物
資
を
持
っ
て
行

け
。
そ
し
て
提
携
す
べ
き
宗
教
が
あ
る
か
ら
探

し
て
く
る
よ
う
に
」
と
い
う
神
託
が
下
っ
た
の

で
す
。
道
院
の
人
々
は
、
日
本
に
救
援
物
資
を

届
け
、
そ
の
後
、
提
携
す
べ
き
宗
教
を
捜
し
歩

き
、
最
終
的
に
大
本
の
発
祥
地
・
綾
部
を
訪
ね

ま
す
。
そ
こ
で
出
口
王
仁
三
郎
聖
師
、
出
口
す

み
こ
二
代
教
主
と
出
会
い
、
す
ぐ
に
提
携
し
ま

し
た
。

　

聖
師
は
、
大
正
14
年
、
北
京
で
世
界
宗
教
連

合
会
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
超
宗
派
の
世
界

的
な
組
織
で
、
大
本
の
他
、
道
院
、
悟
善
社
、

ラ
マ
教
、
道
教
、
仏
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
キ
リ

ス
ト
教
と
い
っ
た
宗
教
が
加
盟
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
年
、
聖
師
は
、
大
本
の
外
郭
団

体
・
人
類
愛
善
会
を
創
立
。
そ
の
後
も
、
韓
国

の
普
天
教
、
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
オ
ダ
イ
教
、
イ
ギ

リ
ス
の
心
霊
団
体
、
ド
イ
ツ
の
白
旗
団
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
白
色
連
盟
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
心
霊
団
体
、

イ
ス
ラ
ー
ム
、
ラ
マ
教
な
ど
と
提
携
し
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
10
年
に
第
二
次
大
本
事
件
が
起

こ
り
、
大
本
の
活
動
は
全
て
一
時
中
断
し
ま
す
。

大
本
海
外
作
品
展
の
開
催

　

戦
後
の
昭
和
21
年
２
月
に
大
本
は
再
発
足
し

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
23
年
に
聖
師
が
、
昭
和

27
年
に
は
二
代
教
主
が
昇
天
し
、
出
口
直
日
三

代
教
主
の
時
代
へ
と
移
り
ま
す
。

　

三
代
教
主
時
代
、
宗
際
化
へ
と
大
き
な
進
展

を
み
る
「
大
本
海
外
作
品
展
」
が
、
昭
和
47
年

か
ら
３
年
余
り
を
か
け
、
６
カ
国
13
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
初
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ

れ
た
の
で
す
が
、
会
場
を
ア
メ
リ
カ
に
移
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
で
作
品
展

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
品
展
を
行
う
前
に
現
地

か
ら
の
要
望
に
従
い
、
大
本
祭
式
に
よ
る
開
催

奉
告
祭
が
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
で
、
後
に
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
グ
レ
ー
ス
大
聖
堂
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
一
派
・
聖
公
会
の
聖
堂
で
す
。

　

作
品
展
が
終
わ
っ
た
後
、
こ
れ
に
興
味
を

持
っ
た
現
地
の
新
聞
記
者
が
グ
レ
ー
ス
大
聖
堂

を
訪
問
し
、
ス
タ
ン
レ
ー
・
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ロ

ジ
ャ
ー
ズ
聖
堂
長
に
質
問
し
ま
し
た
。「
今
回

は
、
聖
公
会
の
教
会
で
神
道
式
の
祭
典
が
行
わ

れ
た
が
、
逆
に
神
道
の
神
殿
で
聖
公
会
の
祭
典

を
し
ま
す
か
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て
師
は
「
も

ち
ろ
ん
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
が
大
本
に
も
知
ら
さ
れ
、
昭
和
52

年
２
月
、
綾
部
の
大
本
神
殿
み
ろ
く
殿
で
の
米

国
聖
公
会
と
の
初
め
て
の
共
同
礼
拝
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

共
同
礼
拝
は
、
宗
教
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
、

こ
の
時
来
賓
と
し
て
参
列
し
て
い
た
湯
浅
八
郎

国
際
基
督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
名
誉
総
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
「
宗
際
化
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
大
本
で
は
、

い
わ
ゆ
る
宗
教
間
対
話
を
、
宗
際
活
動
と
か
宗

際
化
活
動
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
公
会
と
の
交
流
が
深
ま
る
中
で
、
聖
公
会

の
源
流
で
あ
る
英
国
国
教
会
の
大
本
山
・
カ
ン

タ
べ
リ
ー
大
聖
堂
で
、
後
の
出
口
聖
子
四
代
教

主
が
能
「
羽
衣
」
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

世
界
宗
教
者
祈
り
の
集
い

　

カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
１
９
６
０
年
代
に
第
２
バ

チ
カ
ン
公
会
議
を
開
き
、
そ
れ
ま
で
の
方
針
を

転
換
し
、
他
の
宗
教
と
対
話
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
流
れ
で
、
バ
チ
カ
ン
に
、
諸
宗

教
対
話
評
議
会
と
い
う
宗
教
間
対
話
を
行
う
組

織
が
作
ら
れ
、
関
係
者
が
大
本
を
訪
れ
ま
し
た
。

宗教同士が争っていては、平和を実現することはできません。大

本は、万教同根の理念のもと、宗教間対話を強く推進し、〝宗際化〟

活動を通じて、世界平和の実現を目指しています。大本の宗際化

活動＝宗教間対話＝に関する歴史と特色を紹介します。
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掲
載
文
は
、
平
成
29
年
７
月
19
日
に
航
空
会
館
（
港
区
新
橋
）

で
開
催
し
た
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
講
演
録
の
要
旨
で
す
。

奥
おくわき

脇 俊
としおみ

臣  （人類愛善新聞編集者 )

昭
和
52
年
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
サ
ン

ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
最
奥
聖
壇
で
大
本
式
の
礼

拝
を
執
行
し
ま
し
た
。
昭
和
61
年
、
ロ
ー
マ
教

皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
が
呼
び
か
け
、
イ
タ

リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
で
世
界
宗
教
者
の
祈
り
の
集

い
が
開
催
さ
れ
、
現
在
で
も
毎
年
世
界
の
ど
こ

か
で
祈
り
の
集
い
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
大

本
も
早
く
か
ら
そ
れ
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ッ
シ
ジ
で
の
祈
り
の
集
い
が
、
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
の
契
機
と
な
り
、
大

本
も
助
力
す
る
形
で
昭
和
56
年
に
第
１
回
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
本
年
、
平
成
29

年
に
は
30
周
年
記
念
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
本
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
係
も
大
変
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
大
本
の
代
表
者
が
平
成
３

年
、
シ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
最
高
法
学
者
ア
ハ

マ
ド
・
ク
フ
タ
ロ
師
の
モ
ス
ク
を
訪
問
し
ま
し
た
。

師
は
、
米
国
聖
公
会
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
パ
ー
ク

ス
・
モ
ー
ト
ン
師
と
知
り
合
い
で
し
た
。
彼
の

モ
ス
ク
に
招
か
れ
対
話
を
深
め
る
う
ち
に
、「
あ

な
た
方
は
大
本
信
徒
で
あ
り
同
時
に
、
ム
ス
リ

ム
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
機

縁
で
、
メ
ッ
カ
巡
礼
を
大
本
の
代
表
者
が
果
た

す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
の
大
本
開
教
１
０
０
年
に
は
、
大

本
の
神
殿
・
長
生
殿
が
建
ち
あ
が
り
、
そ
の
翌

年
、
第
一
回
「
世
界
宗
教
者
の
祈
り
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
。
平
成
12
年
に
は
、
国
連
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
世
界
平
和
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、

大
本
か
ら
も
代
表
者
が
参
加
し
ま
す
。

　

平
成
13
年
、
出
口
紅
現
教
主
が
五
代
教
主
に

就
任
し
、
平
成
14
年
に
は
２
回
目
の
「
祈
り
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
京
都
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
で
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
の
総
本
山
ガ
ン
ダ
ン
寺

院
と
の
共
同
礼
拝
を
。
ま
た
現
在
、
世
界
共
通

語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
通
じ
て
韓
国
の
新
宗
教
、

圓
佛
教
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

中
東
和
平
に
向
け
て

　

中
東
和
平
に
つ
い
て
も
進
展
が
あ
り
ま
す
。

平
成
12
年
、
大
本
の
仲
介
も
あ
り
、
綾
部
市
と

エ
ル
サ
レ
ム
市
が
友
好
都
市
宣
言
を
結
び
、
平

成
15
年
か
ら
「
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
自
治
体
が

主
体
と
な
り
、
大
本
も
協
力
し
て
活
動
す
る
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
双
方
の
子
供
た
ち
を

同
じ
人
数
ず
つ
招
い
て
日
本
で
友
好
を
深
め
て

も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
第
１
回
目

は
綾
部
市
が
主
催
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

わ
が
願
ひ 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の 

歌
ま
つ
り

人は

ら

か

ら

類
同
胞
こ
ぞ
り
て 

エ
ル
サ
レ
ム
の
野
に

　

こ
れ
は
出
口
紅
教
主
の
短
歌
で
す
。
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
で
歌
祭
と
い
う
平
和
の
祭
典
を
、
エ
ル

サ
レ
ム
で
実
現
し
た
い
と
い
う
お
歌
で
す
。

　

エ
ル
サ
レ
ム
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
３
つ
の
一
神
教
の
共
通
の
聖
地

で
あ
り
な
が
ら
、
争
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
こ

が
や
は
り
平
和
に
な
ら
な
い
と
世
界
平
和
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
18
年
、
第
２
回
京
都
大

本
歌
祭
が
、
金
剛
能
楽
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
双
方

の
代
表
を
招
い
て
、
歌
祭
に
参
列
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
20
年
、
大
本
東
京

本
部
で
も
歌
祭
を
開
催
し
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル

ダ
ン
の
駐
日
大
使
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
公
使
、

パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
部
代
表
と
い
っ
た
中
東
諸
国

の
各
代
表
を
招
い
て
、
歌
祭
に
参
拝
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
近
年
は
、
大
本
の
宗
際
化
活
動
も
新

た
な
展
開
を
み
せ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
、
出

口
紅
教
主
が
台
湾
道
院
の
本
部
を
、
近
年
で
は

同
じ
く
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
オ
ダ
イ
教
の
総
本
部
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
昔
か
ら
提
携

し
て
い
る
団
体
と
の
交
流
が
深
ま
る
中
で
、
平

成
28
年
４
月
３
日
、
大
本
は
人
類
愛
善
会
国
際

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に

道
院
や
カ
オ
ダ
イ
教
、
そ
れ
に
人
類
愛
善
会
の

海
外
分
会
に
入
っ
て
も
ら
い
、
王
仁
三
郎
聖
師

が
説
い
た
万
教
同
根
の
思
想
を
、
世
界
に
広
く

発
信
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

歌
祭
に
よ
る
合
同
の
祈
り

　

歌
祭
と
は
、
歌
垣
を
し
つ
ら
え
、
中
央
に
次

の
よ
う
な
和
歌
が
書
か
れ
た
短
冊
を
四
方
に
飾

り
ま
す
。

八
雲
立
つ 

出
雲
八
重
垣 

つ
ま
ご
み
に

八
重
垣
つ
く
る 

そ
の
八
重
垣
を

　

こ
の
歌
は
、
記
紀
神
話
に
出
て
く
る
素
盞
嗚

尊
が
作
っ
た
日
本
で
最
初
の
和
歌
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
聖
師
は
、「
こ
の
出
雲
八
重
垣
の
出

雲
と
い
う
の
は
、
ど
こ
の
国
も
、
と
い
う
こ
と

で
、
八
岐
大
蛇
は
退
治
し
た
け
れ
ど
も
世
界
各

国
に
は
八
重
垣
が
築
か
れ
、
八
重
雲
が
立
ち

昇
っ
て
い
る
。
こ
の
雲
、
垣
根
を
取
り
払
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

歌
祭
は
、
こ
う
い
っ
た
障
壁
を
取
り
除
く
た

め
の
祭
典
で
す
。
平
成
29
年
８
月
６
日
、
亀
岡

に
世
界
の
宗
教
者
を
招
い
て
「
国
際
宗
教
代
表

者
会
議
」
を
開
催
し
、
歌
祭
形
式
で
、
世
界
の

平
和
を
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
て
、
宗
教

間
の
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
の
歩
み
を
、
大
本

は
一
歩
一
歩
、
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第
１
７
７
回
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
は
、

11
月
15
日
午
後
７
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空

会
館
で
開
催
さ
れ
、出
口
眞
人
大
道
場
講
師
（
社

会
福
祉
法
人
愛
善
信
光
会
理
事
長
）
が
「
日
本

人
の
誇
り
と
使
命
」
と
題
し
て
講
話
し
た
。
参

加
者
は
50
人
（
内
、
一
般
22
人
）。

　
講
師
は
、「
日
本
は
神
国
、
こ
の
神
国
に
生

ま
れ
た
人
民
は
優
れ
た
身
魂
を
授
け
て
あ
る
」

と
の
伊
都
能
売
神
諭
を
引
用
し
「
日
本
は
特
別

な
使
命
を
帯
び
た
国
で
あ
り
、
皇
室
の
尊
厳
や

国
家
の
使
命
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
や
尊
さ

を
再
確
認
す
る
べ
き
と
き
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
愛
国
心
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
」（
男
性
・
一
般
）
等
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座

　
東
光
苑
秋
季
大
祭
・
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三

詣
り
は
11
月
12
日
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
出
口
文
営
氏
の
も
と
執
行
さ
れ
、
３
４
２

人
が
参
拝
し
た
。

　
祭
員
は
関
東
教
区
各
主
会
の
祭
務
部
長
等
、

伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
伊
都
能
売
神
諭

拝
読
は
、
朝
倉
暢
子
群
馬
主
会
長
、
添
釜
は
髙

野
社
中
が
担
当
し
た
。

　
祭
典
後
、
伊
都
能
売
神
諭
拝
読
に
つ
づ
き
開

教
１
２
５
年
大
本
開
祖
大
祭
教
主
さ
ま
ご
あ
い

さ
つ
を
拝
聴
。
引
き
続
き
猪
子
恒
東
京
宣
教
セ

ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
教
主
さ
ま
の

東
光
苑
秋
季
大
祭

ご
近
況
と
し
て
大
本
開
祖
大
祭
に
ご
臨
席
さ
れ

た
教
主
さ
ま
の
ご
様
子
を
紹
介
。
ま
た
、
明
年

は
東
京
本
部
開
設
50
周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
と

し
て
、
記
念
祭
典
と
し
て
執
行
さ
れ
る
大
本
歌

祭
の
概
要
を
説
明
。
続
い
て
七
五
三
詣
り
の
お

子
さ
ん
に
猪
子
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
千
歳
飴
が
贈

ら
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
斎
主
の
出
口
文
営
・
大
本
楽
天
社

代
表
が
『
歌
祭
の
歴
史
と
使
命
』
と
題
し
て
記

念
講
話
。
在
り
し
日
の
聖
師
さ
ま
の
思
い
出
や
、

歌
祭
復
興
に
注
が
れ
た
思
い
、
そ
の
思
い
を
継

が
れ
た
二
代
教
主
さ
ま
の
ご
心
境
な
ど
を
語
っ

た
。

　
ま
た
当
日
は
、
第
17
回
「
英
語
に
よ
る
大
本

基
本
講
座
」
の
参
加
者
13
人
が
来
苑
。
参
拝
者

を
代
表
し
て
元
大
本
日
本
伝
統
芸
術
学
苑
生
で

陶
芸
家
の
、
コ
ー
リ
ー
ン
・
キ
ー
ベ
ル
ト
氏
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
最
後
に
奉
納
行
事
に
う
つ
り
、
二
絃
の
会
関

東
支
部
に
よ
る
八
雲
琴
『
振ふ
り
さ
け
ふ
り

放
曲
』
と
、
シ
テ

出
口
文
営
楽
天
社
代
表
よ
る
宝
生
流
仕
舞
『
紅

葉
狩
』（
ク
セ
）
が
奉
納
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
群
馬
主
会
相
談
役
で
朝
倉
染
布
株
式

会
社
会
長
の
朝
倉
泰
氏
が
秋
の
叙
勲
で
旭
日
単

光
章
を
受
賞
さ
れ
、
参
拝
者
に
披
露
さ
れ
た
。

　
直
会
後
に
は
、
コ
ー
リ
ー
ン
・
キ
ー
ベ
ル
ト

氏
に
よ
る
公
開
講
話
『
大
本
と
の
出
合
い
』
が

開
講
さ
れ
、
大
勢
の
参
拝
者
が
聴
講
し
た
。

家
庭
平
安
祈
願
祭

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

12
月10

日
（
日
）　
午
前
10
時
30
分
執
行

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

16
日
（
土
）　
午
前
10
時
30
分
執
行

	

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
１
年
）

20
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
（
新
橋
・
航
空
会
館
）

　

講
題

ご
き
げ
ん
よ
う

春
風
ふ
く
た
で
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

〜
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
〜

　

講
師

春
風
ふ
く
た
（
漫
才
師
）

25
日
（
月
）	

午
前
10
時
30
分

	

出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（
26
年
）

平
成
30
年
１
月

１
日
（
祝
・
月
）
午
前
７
時
執
行

新
年
祭

１
日
〜
３
日
（
月
〜
水
）

各
日
午
前
９
時
30
分
か
ら

年
賀

７
日
（
日
）　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

東
光
苑
七
草
粥

14
日
（
日
）　
午
前
10
時
30
分
執
行

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典

17
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
（
新
橋
・
航
空
会
館
）

　

講
題

没
後
百
年

大
本
開
祖
・
出
口
な
お
の
生
涯
に
学
ぶ

　

講
師

猪
子　

恒
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

19
日
（
日
）　
午
前
10
時
30
分
執
行

聖
師
毎
年
祭
（
70
年
）

　
家
庭
平
安
祈
願
祭
（
26
回
）
は
、
10
月
21
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
高
野
春
樹
祭
務

課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
49
人
が
参
拝
し
た
。

　
祭
典
で
は
、
斎
主
と
祭
員
が
全
国
か
ら
申
し

込
ま
れ
た
４
３
５
件
の
氏
名
を
全
て
読
み
あ

げ
、
家
庭
の
平
安
と
繁
栄
を
祈
念
し
た
。

　
祭
典
後
、
ビ
デ
オ
「
こ
の
世
の
向
こ
う
に
」

を
鑑
賞
、
引
き
続
き
、
東
京
本
部
を
代
表
し
て
、

猪
子
恒
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
人
間
は
神
さ
ま
に
救
け
ら
れ
て
世
の
中
に
活

躍
し
、
神
は
人
間
に
敬
わ
れ
て
ご
神
徳
を
現
し

た
ま
う
」
と
の
聖
師
さ
ま
の
お
示
し
な
ど
を
紹

介
し
、「
家
庭
の
平
安
は
、
そ
の
家
庭
の
信
仰

と
先
祖
崇
拝
が
大
変
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
な
お
、
全
国
か
ら
申
込
ま
れ
た
家
庭
平
安
祈

願
は
、
祭
典
後
一
週
間
、
東
光
苑
神
前
で
継
続

さ
れ
た
。

大
本
東
京
本
部
開
設
50
周
年
記
念

東
京
大
本
歌
祭

平
成
30
年

10
月
８
日
（
月
・祝
日
）
に
執
行

午後２時から
東京本部能舞台

聖師さまのお姿を目に浮かべながら、在りし日の
思い出や歌祭の意義について語る、出口文営氏


